
アグリネの特長をそのままに小型サイズの栽培システムが登場！

植物工場システム

レストラン・社員食堂
導入検証用など
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生育環境のコントロールにより、さまざまな野菜の栽培ができます



FAMS工場内に長さ25ｍの大規模栽培向けのア
グリネ検証機を保有しています。
設備導入前の栽培検証、工場見学が可能です。

ICT技術を活用して野菜の生育状況を分析しま
す。生育状況に応じて最適な栽培環境をコン
トロールするため、安定して高品質な野菜を
生産できます。

種まきから収穫まで自動で行います。
一般的な栽培システムの３分の１の作業者と
なり、省人化を達成しています。
栽培環境をコントロールして、高品質で高付
加価値の野菜を生産します。

アグリネminiで栽培した野菜をレストランや社
員食堂に安定供給します。
オフィスや福祉施設などのコミュニケーション
ツールとして活用でき、野菜の緑がリラックス
効果を与えます。
大規模栽培向けアグリネの導入検証にも活用で
きます。
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